
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 104 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 情報Ⅰ図解と実習 （日本文教出版） 

副教材等 
情報Ⅰ図解と実習サブノート・コンピュータ入力問題集第 3版（日本文教出版） 

情報 最新トピック集 2023高校版（日本文教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 座学とコンピュータ実習を並行して進めていき学習目標への到達をめざします。日々の授業を

大切に、全力で取り組んでください。 

 

２ 学習の到達目標 

(１)情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解決を行う

学習活動を通して，必要な知識と技能を身に付ける。 

(２)問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し，思考力・判断力・表

現力を伸長する。 

(３)情報社会を生き抜くために必要な資質や態度について内観し、日々進化する情報社会に主体

的に参画する態度を涵養する。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

効果的なコミュニケーシ

ョンの実現，コンピュータ

やデータの活用について理

解し，技能を身につけてい

るとともに，情報社会と人

との関わりについて理解し

ている。 

   

 事象を情報とその結び付

きの視点から捉え，問題の発

見・解決に向けて情報と情報

技術を適切かつ効果的に用

いている。 

 情報社会との関わりにつ

いて考えながら，問題の発

見・解決に向けて主体的に情

報と情報技術を活用し，自ら

評価し改善しようとしてい

る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

  



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

1 基
本
的
な
操
作
実
習 

コンピュータ操作の基本 

 

a:今まで習得してきたコンピュ

ータ操作スキルを自ら確認し、本

科目で習得すべき内容について

理解している。 

b:実習で必要な基本的操作を習

得している。 

c:周りと協力しながら実習を進

める態度を涵養している。 

実習課題 

 

ワークシ

ート 

 

行動観察 

 

情
報
社
会
を
見
渡
し
て
み
よ
う 

SNSの普及と情報モラル 

情報社会とは 

大切な情報を守るために 

情報社会を支える法律 

著作権に関する法律 

情報通信技術で変わる社

会 

a: 情報通信技術の発達による社

会の変化や課題についていろい

ろな側面から理解している。 

b: 情報通信技術によって豊かに

なった社会を持続するためにど

うすればよいか考え，その方策を

表現することができる。 

c: 進化する情報社会を具体的に

としてとらえようとしている。 

ワークシ

ート 

ワークシ

ート 

行動観察 

 

2 コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
デ

ザ
イ
ン 

メディアとコミュニケーション 

情報デザインとデジタル化 

アンプラグド実習 

アルゴリズム 

モデル化とシミュレーション 

a: メディアの特徴と進化につい

て理解している。 

b:処理の結果について，その原因

を考察している。 

C: 主体的に取り組み，コンピュ

ータの処理システムを理解しよ

うとしている。 

ワークシ

ート 

考査 

ワークシ

ート 

考査 

行動観察 

 

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
デ
ー
タ
の
活
用 

情報通信のしくみ 

情報システム 

データベースの活用 

a: 情報通信ネットワークの構成

について理解している。 

b:ネットワークのデータ処理に

ついて説明することができる。 

c: 自分の身のまわりにあるネッ

トワークに関心を持っている。 

ワークシ

ート 

考査 

ワークシ

ート 

考査 

行動観察 

 

3 プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

プログラミング実習 

データ活用実習 

a: プログラムを作成・実行する

技能を身につけている。 

b: 意図する基本動作を表現する

ことができる。 

c: 実習に主体的に取り組もうと

している。 

実習課題 実習課題 行動観察 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


